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法
華
提
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い
て

松
本
文
三
郎

園

　
私
見
論
謹
は
姑
ら
く
置
く
、
唐
の
智
昇
が
其
開
元
銀
懇
四
、
鳩
摩
羅
什
血
忌
中
、
妙
法
遣
華
維
の
下
、

「
初
富
七
懇
、
二
十
七
品
、
後
人
盆
天
授
品
、
成
二
十
入
」
こ
い
ひ
、
更
ら
に
同
書
懇
十
一
、
蚕
桑
の
下
に
は
、
爾

ほ
明
か
に
「
此
妙
法
蓮
華
維
、
第
五
初
提
婆
達
多
〔
天
授
〕
品
、
飾
言
、
武
帝
時
外
國
三
鼎
達
磨
菩
提
〔
摩
提
の

誤
寓
か
〕
共
揚
都
偲
正
法
獄
、
於
琵
官
寺
鐸
、
其
経
梵
本
義
法
獄
於
予
聞
特
撮
」
ご
記
し
、
其
絡
に
は
「
秦
本

〔
脅
繹
〕
拝
後
閥
、
綾
編
入
」
こ
も
め
る
Q
　
こ
れ
に
由
っ
て
見
れ
ば
現
行
本
羅
什
鐸
法
華
経
に
提
婆
達
多

な
る
…
品
が
其
方
十
二
ご
し
て
播
評
せ
ら
る
、
の
は
全
く
後
人
の
な
す
所
で
あ
っ
て
、
羅
什
繹
の

経
に
は
本
よ
り
存
せ
な
か
つ
だ
こ
ご
は
疑
な
い
。
而
し
て
智
昇
が
斯
く
明
か
に
断
言
し
て
秋
毫

の
疑
問
を
存
せ
ざ
る
に
見
て
も
、
當
時
恐
ら
く
其
事
實
の
確
こ
し
て
徴
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
こ

、
ご
、
信
ず
る
Q

　
現
時
に
め
つ
て
も
吾
人
は
諸
種
の
方
面
に
於
て
智
昇
の
此
断
言
を
裏
書
き
す
べ
き
事
實
を
駿



　
著
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
今
一
々
之
を
無
言
す
る
の
は
、
余
輩
本
論
の
目
的
ε
す
る
所
で
も
な
く
、
ヌ

　
其
の
必
要
を
認
め
澱
か
ら
一
切
之
を
略
す
る
こ
ε
、
す
る
が
唯
其
中
の
注
意
す
べ
き
一
二
の
事
・

　
項
だ
け
を
軍
簡
に
叙
述
し
て
濃
く
。
其
一
は
師
ち
二
品
法
華
の
序
で
あ
る
。
添
品
法
華
は
陪
の

　
仁
壽
元
年
、
羅
骨
繹
の
歓
く
る
所
あ
る
を
以
て
新
た
に
梵
本
に
擦
っ
て
其
足
ら
ざ
る
所
を
補
課
し

　
淀
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
當
時
成
れ
る
序
文
に
は
、
明
か
に
其
異
同
を
弁
じ
、
羅
什
鐸
に
間
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
つ
　
　
　
　
　
　

　
所
の
も
の
は
「
藥
草
垣
品
之
牢
、
導
波
那
及
法
師
等
二
贔
之
初
、
提
婆
黒
黒
品
、
普
門
品
掲
也
」
等
こ
め
る
。
．

　
若
し
當
時
提
琴
達
多
品
に
し
て
什
課
中
に
存
し
た
こ
す
れ
ば
，
如
何
に
し
て
斯
の
如
き
上
等
の
言

　
を
弄
し
得
べ
き
で
あ
ら
う
。
第
二
に
注
意
す
べ
き
は
法
雲
や
道
生
の
法
華
疏
で
あ
る
。
法
雲
は

　
齊
梁
聞
の
人
で
、
羅
什
の
法
華
経
翻
課
に
後
く
る
、
こ
ご
僅
か
に
一
百
紫
電
に
過
ぎ
ぬ
。
而
し
て

　
其
席
書
ご
し
て
法
華
経
義
記
入
懇
な
る
も
の
が
今
欝
ほ
残
っ
て
居
る
Q
更
ら
に
湖
っ
て
は
親
し

　
く
羅
什
に
就
き
業
を
受
け
、
其
門
下
数
千
の
中
に
於
て
も
土
層
諸
公
ご
共
に
「
猫
脚
天
眞
之
目
、
故
以

　
秀
出
群
士
臭
」
ご
欝
せ
ら
れ
、
又
彼
關
提
成
佛
の
説
を
唱
え
、
一
代
の
學
海
を
聾
動
せ
し
め
た
竺
滋
生

　
な
る
も
の
に
も
、
法
華
経
疏
二
懇
が
あ
る
。
而
し
て
此
等
の
何
れ
の
疏
に
発
て
も
見
寳
塔
第
十
一

　
に
次
ぎ
、
直
ち
に
持
品
第
十
二
に
接
し
、
其
問
に
後
世
の
経
に
見
る
が
如
き
提
婆
品
な
る
も
の
な
く
，

珊
此
一
品
は
全
然
縷
中
に
存
せ
ざ
る
の
で
あ
る
Q
掌
れ
に
由
っ
て
槻
て
も
羅
什
課
に
は
本
來
提
婆

　
　
　
　
　
朴
け
課
法
輩
楳
轟
波
脚
口
醐
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
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六
入

品
な
る
も
の
は
な
く
、
其
之
あ
る
は
後
人
の
挿
入
た
る
は
秋
毫
の
疑
を
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
拘
ほ
我
邦
に
於
け
る
法
華
経
に
嘉
す
る
最
古
の
著
述
は
い
ふ
迄
も
な
く
聖
徳
太
子
の
法
華
経

疏
四
懇
で
あ
る
。
此
疏
は
扶
桑
略
記
に
よ
れ
ば
推
古
帝
の
二
十
二
年
（
階
の
大
業
十
年
）
に
成
れ
る

も
の
こ
い
ひ
、
前
記
の
諸
疏
に
比
す
れ
ば
遙
か
に
画
く
れ
て
は
居
る
が
、
其
内
容
は
依
然
ご
し
て
道
，

生
や
法
雲
の
そ
れ
ご
同
じ
く
、
提
婆
の
一
品
を
敏
い
て
居
る
。
是
れ
は
肝
魂
本
が
我
邦
に
傳
へ
ら

れ
、
太
子
は
之
を
以
て
其
底
本
こ
せ
ら
れ
た
が
止
め
で
あ
ら
う
。
歴
史
に
よ
れ
ば
太
子
が
始
め
て

天
皇
の
爲
め
に
法
華
経
を
止
せ
ち
れ
た
の
は
天
皇
の
十
四
年
で
あ
る
、
是
れ
が
恐
ら
く
後
日
法
華

纒
疏
を
造
ら
れ
た
基
本
で
あ
っ
た
ら
う
。
而
し
て
十
四
年
か
ら
其
癖
の
成
れ
る
二
十
二
年
に
至

る
前
後
約
九
ヶ
年
は
樹
ほ
其
研
究
時
代
に
厨
す
る
も
の
こ
思
は
れ
る
。
特
に
此
に
吾
人
の
注
意

す
べ
き
は
、
太
子
が
法
華
経
進
講
の
翌
十
五
年
の
秋
を
以
て
妹
子
を
選
ん
で
支
那
の
江
南
衡
州
の

南
嶽
慧
思
灘
師
の
住
し
た
所
に
遣
は
さ
れ
、
特
に
法
華
経
を
將
止
せ
し
め
ら
れ
た
こ
ご
で
あ
る
。

此
事
件
に
關
し
後
入
の
符
會
し
た
ご
思
は
れ
る
奇
怪
な
る
良
説
は
今
姑
ら
く
説
か
ぬ
が
、
兎
に
角

太
子
は
其
前
年
に
は
既
に
法
華
経
を
講
ぜ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
華
経
が
毛
嚢
我
郵
に

な
か
っ
た
鐸
で
は
な
い
。
然
る
に
特
に
人
を
遣
は
し
、
又
特
に
慧
思
の
居
所
を
指
定
し
て
新
た
に

其
本
を
取
ら
し
め
ら
れ
た
に
は
、
必
ら
す
此
．
に
大
な
る
意
義
が
な
く
て
は
な
ら
澱
9
思
ふ
に
、
太
子



　
の
湿
せ
ら
れ
た
経
は
羅
什
の
奮
本
で
あ
っ
た
が
、
此
時
支
那
に
於
て
は
既
に
提
婆
晶
を
紙
入
し
起

　
新
本
の
あ
る
こ
ご
を
朝
鮮
語
か
或
は
其
他
の
樹
勢
か
ら
か
傳
聞
せ
ら
れ
た
の
で
．
其
本
文
の
比
較
．

　
研
究
の
爲
め
、
其
新
本
を
賂
來
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
特
に
之
を
衡
山
南
嶽
に
求

　
め
ら
れ
た
の
は
、
南
南
嶽
が
鞠
も
此
携
入
の
由
っ
て
生
じ
た
根
癖
地
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
旧
事
は

　
爾
ほ
後
に
説
く
。
、
所
が
妹
子
は
共
璽
十
六
年
に
蹄
朝
し
、
「
是
経
丼
ぴ
に
筐
は
思
灘
師
の
持
す
る
所

　
な
り
」
こ
い
は
れ
、
南
岳
に
於
て
授
け
ら
れ
た
一
部
の
法
華
経
を
齎
露
つ
た
。
斯
く
特
に
人
を
派
し

　
支
那
か
ら
取
寄
せ
ら
れ
た
経
で
あ
っ
た
が
、
太
子
は
之
を
探
ら
れ
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
、
で
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ニ

　
に
も
太
子
は
「
妹
子
先
持
來
者
吾
弟
子
経
也
」
こ
い
は
れ
た
こ
あ
る
。
吾
が
先
身
持
す
る
所
の
経
で

　
な
く
、
弟
子
の
本
で
あ
る
ご
い
ふ
の
は
、
極
め
て
稔
か
に
其
採
用
す
る
に
足
ら
ざ
る
を
示
し
た
も
の

　
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
妹
子
將
凍
の
経
ご
太
子
の
青
本
ご
は
如
何
に
異
な
っ
て
居
だ
か
ご
い
ふ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
古
今
目
銀
抄
に
は
コ
、
提
婆
品
有
無
事
」
ご
題
し
次
の
如
く
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
ノ
ニ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ

　
　
太
子
御
製
疏
寳
三
品
第
十
…
、
品
持
落
第
十
こ
云
無
恥
愚
筆
「
〔
提
婆
達
里
諺
〕
…
…
…
…
夢
殿
滑
七
歳
之

　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
モ

　
　
時
入
給
先
回
御
維
取
寄
給
無
吃
此
品
一
也
Q

　
此
、
に
購
七
歳
の
時
入
り
給
ひ
先
身
の
御
蓋
取
寄
せ
給
ふ
纒
ご
は
、
扶
桑
略
記
な
ざ
に
擦
る
ε
推
古

熾
　
の
十
六
年
九
月
二
日
太
子
は
班
鳩
宮
に
あ
軌
夢
殿
内
に
入
り
諸
の
纒
疏
を
還
せ
ら
る
。
常
に
金

1　
　
　
　
　
粋
日
工
…
法
叢
丁
繰
伽
波
脚
ロ
㎜
に
■
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
川
九
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七
〇

人
あ
り
東
方
よ
り
至
り
、
告
ぐ
る
に
妙
義
を
以
て
す
。
七
臼
七
夜
御
膳
を
用
み
す
、
八
日
の
朝
玉
机

上
に
一
憲
の
経
あ
り
、
太
子
曰
く
「
是
吾
無
熱
所
持
法
華
維
也
』
ご
あ
る
も
の
帥
ち
そ
れ
で
あ
っ
て
，
是

れ
は
太
子
の
夢
殿
内
に
授
か
つ
だ
も
の
ご
い
ふ
が
、
恐
ら
く
太
子
の
所
持
本
で
あ
り
、
太
子
時
代
若

く
は
そ
れ
以
前
支
那
若
く
は
朝
鮮
か
ら
我
郵
に
傳
は
つ
た
も
の
に
相
違
な
い
。
而
し
て
是
れ
が

太
子
の
製
せ
ら
れ
た
疏
の
原
本
で
あ
る
か
ら
，
こ
れ
に
提
焼
滅
の
な
か
っ
た
こ
ご
は
疑
な
い
。
目

録
抄
に
は
更
ら
に
之
に
次
ぎ
、

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ニ
ハ

　
法
隆
寺
妹
子
傳
來
経
提
婆
品
在
乏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

こ
も
い
ふ
。
昌
録
抄
の
著
者
は
恐
ゴ
ら
く
妹
子
將
來
本
な
る
も
の
を
親
し
く
槍
し
て
之
を
書
い
た

も
の
か
ご
思
ふ
が
、
兎
に
画
廊
官
立
の
有
無
が
此
等
二
本
に
於
け
る
主
な
る
富
戸
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
爾
ほ
此
事
に
就
い
て
は
聖
徳
太
子
傳
私
記
（
上
〉
に
も
殆
ん
ざ
同
一
の
記
述
が
あ
る
。
在
　
上
宮

　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ

院
一
御
維
妹
子
將
來
経
。
四
窓
疏
者
依
　
御
経
一
所
二
製
作
給
也
、
此
経
本
無
瓢
難
癖
品
世
奪
輪
軸
提
婆
品
こ
ご
、

若
し
果
し
て
然
り
ご
す
れ
ば
太
子
は
提
婆
品
携
入
の
経
を
知
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
も
な
い
。
註

疏
製
作
の
爲
め
太
子
が
特
に
細
入
の
新
本
を
取
寄
せ
ら
れ
な
が
ら
、
是
れ
は
弟
子
の
本
な
り
ご
い

っ
て
之
を
斥
け
、
俵
然
ε
し
て
蕾
本
に
よ
っ
て
之
を
注
せ
ら
れ
た
定
い
ふ
の
は
、
此
二
本
比
較
研
究

の
結
果
、
新
本
の
探
る
べ
か
ら
ざ
る
を
看
破
せ
ら
れ
た
が
忌
め
で
あ
ら
う
ざ
信
ず
る
。
こ
れ
が
此



場
合
に
於
け
る
唯
一
の
合
理
的
解
方
で
は
な
か
ら
う
か
。
若
し
果
し
て
そ
う
で
あ
る
こ
す
れ
ば
，

吾
入
は
此
に
今
よ
り
一
千
数
百
年
以
前
に
於
け
る
太
子
の
批
評
眼
の
極
め
て
犀
利
に
し
て
流
俗

に
卓
越
す
る
も
の
み
つ
た
こ
ご
を
驚
歎
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

・

　
　
虚
心
坦
懐
如
上
の
事
書
を
観
じ
摩
ら
ば
、
何
人
ビ
い
へ
こ
も
什
謬
法
華
経
の
原
本
に
提
婆
品
の

　
存
し
な
か
っ
た
こ
ご
を
推
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
筈
で
あ
る
。
然
る
に
世
の
學
者
爾
ほ
之
に
醤
し

　
異
議
を
挿
み
、
什
諜
原
本
銑
に
此
二
品
の
存
し
た
こ
ご
を
主
張
せ
ん
こ
す
る
も
の
、
あ
る
の
は
余

　
輩
の
最
も
遺
憾
こ
す
る
所
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
此
異
議
な
る
も
の
亦
必
ら
す
し
も
全
然
根
糠

　
な
い
鐸
で
は
な
い
。
而
し
て
直
接
此
方
標
の
癒
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
、
異
議
の
滅
せ
ざ
る
亦
已
む
を

　
得
な
い
こ
い
つ
て
も
差
支
な
い
。
で
余
輩
は
今
此
に
聯
か
彼
異
議
の
二
二
ご
す
る
所
の
、
果
し
て

　
今
日
學
海
に
承
認
し
得
ら
る
べ
き
も
の
な
る
か
否
を
槍
媛
し
た
い
ご
思
ふ
。

　
　
先
づ
提
皇
霊
存
在
の
最
有
力
な
る
根
襟
こ
な
る
も
の
は
法
華
文
句
騨
提
婆
口
興
野
入
下
）
に
於
け

　
る
文
で
あ
る
。
而
し
て
湛
然
の
法
華
文
句
記
（
言
入
の
四
）
や
叢
濃
の
法
華
経
傳
二
等
に
顯
は
る
、

鵬
駈
は
大
職
文
句
」
の
説
を
縫
湿
し
た
も
の
ご
い
っ
て
も
差
支
な
い
。
所
で
交
句
」
に
は
次
の
如
一
い

1　
　
　
　
　
什
羅
法
華
提
婆
品
に
麓
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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ふ
。

　
鳩
摩
羅
什
…
…
…
…
於
草
堂
寺
鐸
此
妙
法
灌
華
、
命
婦
叡
講
之
、
叡
開
爲
九
轍
、
昼
時
二
十
八
碁
、
長
安

　
宮
人
、
豊
里
品
、
織
留
在
内
、
繋
束
所
傳
止
得
ニ
ナ
七
品
，
梁
有
満
法
師
、
講
経
一
百
偏
、
於
長
沙
郡
焼
身
、

　
勿
以
此
品
安
持
品
之
前
、
彼
自
安
未
聞
天
下
、
陳
有
楽
嶽
麗
師
、
次
此
品
在
寳
塔
之
後
、
晩
以
正
法
華
、

　
勘
之
甚
相
磨
、
今
四
護
混
和
、
見
長
安
資
本
、
故
知
二
甚
深
得
細
意
。

　
法
華
文
句
は
い
ふ
迄
も
な
く
天
台
の
憩
、
智
者
大
師
の
説
く
所
で
あ
り
、
所
謂
天
台
三
大
部
の
一

ざ
し
て
後
世
仁
者
の
最
も
重
要
親
す
る
所
で
あ
る
か
ら
、
其
記
述
の
後
學
に
密
な
る
勢
力
を
有
す

る
こ
ご
も
勿
論
で
あ
る
Q
が
所
謂
三
大
部
な
る
も
の
も
智
者
自
か
ら
の
記
す
る
研
で
は
な
く
、
智

者
の
講
領
す
る
駈
を
鋸
盤
の
後
に
記
録
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
講
義
筆
記
で
は
あ
る
が
固
よ
り
今

日
の
蓬
記
録
の
如
く
師
の
言
々
句
々
を
仁
恵
に
寓
し
だ
も
の
と
も
考
へ
ら
れ
澱
。
現
に
丈
句
の

初
に
も
筆
者
灌
頂
は
「
余
二
十
七
於
金
陵
聴
受
、
六
十
九
於
丹
、
丘
添
削
、
留
賂
後
輿
、
共
期
佛
慧
」
こ
も
あ

り
、
金
陵
に
於
け
る
智
者
の
講
演
が
其
心
立
こ
な
っ
て
居
る
の
は
い
ふ
迄
も
な
い
が
、
其
幾
度
か
の

添
制
を
維
て
今
の
書
を
成
す
迄
に
は
、
四
十
除
年
の
歳
月
を
経
過
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
装
長

年
月
の
間
又
其
幾
度
か
の
添
刎
の
際
、
筆
者
の
思
想
が
意
識
的
に
若
く
は
無
意
識
的
に
西
中
に
織

込
ま
れ
た
こ
ご
が
な
い
ご
は
何
人
も
翻
言
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
余
輩
は
此
式
婆
品
の
傳
説
に



　
關
し
て
特
に
斯
か
る
戚
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。

　
　
交
句
に
現
は
る
、
記
述
が
、
果
し
て
智
者
の
説
で
あ
っ
た
ご
し
て
も
、
將
た
筆
者
灌
頂
の
説
で
あ

　
つ
た
こ
し
て
も
、
此
法
華
経
に
關
す
る
傳
説
は
頗
る
奇
怪
で
あ
る
。
先
づ
第
一
に
長
安
宮
入
が
法

　
華
経
を
見
、
其
中
の
提
婆
一
二
の
み
を
留
め
て
、
之
を
世
に
出
さ
な
か
っ
た
こ
い
ふ
の
は
抑
も
何
故
，

　
で
あ
ら
う
か
。
余
輩
今
日
よ
り
し
て
は
長
安
宮
入
が
唯
此
一
品
の
み
を
全
経
の
中
か
ら
切
離
し

　
て
、
其
手
許
に
留
め
た
ご
い
ふ
動
機
の
那
邊
に
あ
っ
だ
か
を
知
り
得
な
い
の
を
遺
憾
こ
す
る
。
若

　
し
其
経
若
く
は
其
一
部
分
を
愛
護
し
た
が
爲
め
な
ら
ば
，
全
部
其
儘
に
之
を
留
置
い
て
も
宜
し
、
又

　
之
を
浄
寓
せ
し
め
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
又
假
倉
ひ
宮
人
が
此
一
品
の
み
を
分
淫
し
て
之
を
留

　
め
た
ご
し
．
て
も
、
羅
什
の
手
許
、
草
堂
寺
の
弓
場
叉
は
幾
百
千
の
門
下
の
中
に
は
少
く
こ
も
其
稿
本

　
や
韓
寓
本
が
存
す
べ
き
で
あ
る
。
何
が
故
に
不
完
本
ビ
知
り
な
が
ら
之
を
世
に
公
に
し
て
顧
み

　
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
か
Q
羅
什
が
此
経
を
淫
す
る
前
に
は
、
経
録
に
よ
れ
ば
既
に
四
課
あ
っ
た
こ

　
い
ふ
。
勿
論
此
中
に
は
資
本
を
異
義
ε
見
た
り
、
別
経
を
同
経
ご
誤
つ
淀
も
の
も
あ
る
ら
し
い
、
叉

　
中
に
は
既
に
其
傳
を
失
っ
た
も
の
も
あ
ら
う
、
併
し
な
が
ら
西
晋
法
号
の
鐸
の
如
き
は
確
か
に
存

　
し
て
居
た
に
相
違
な
い
。
羅
什
の
新
・
た
に
之
を
指
し
た
所
以
の
も
の
は
抑
も
此
二
野
の
正
し
か

麟
ら
ざ
る
を
認
め
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
新
元
に
之
を
改
繹
し
な
が
ら
更
ら
に
不
完
本
を
世
に

1　
　
　
　
　
什
謁
法
藥
艇
婆
品
に
窺
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



　
　
　
　
　
惣
學
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四

脇
公
に
す
べ
き
筈
が
な
い
で
は
な
い
か
・

　
　
第
二
に
疑
ふ
べ
き
は
此
傳
説
に
よ
れ
ば
、
長
安
宮
人
が
一
品
を
内
に
留
め
た
が
爲
め
に
，
本
來
二
．

　
十
八
品
あ
っ
た
も
の
が
二
十
七
品
こ
な
っ
て
世
に
顯
は
れ
た
ざ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
元
來
提
婆

　
品
な
る
も
の
は
後
世
印
度
入
の
導
入
す
る
所
で
は
あ
る
が
、
其
内
容
は
前
の
見
寳
塔
贔
ご
接
績
す

　
る
も
の
で
「
特
に
一
品
を
開
く
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
晋
閣
外
法
華
を
見
て
も
、
叉
羅
什
課
を

　
修
補
し
た
階
の
添
品
法
華
を
見
て
も
、
簸
た
又
現
存
す
る
音
部
に
徴
し
て
も
、
何
れ
も
二
十
七
晶
か

　
ら
成
立
し
、
其
文
は
存
す
る
が
特
に
提
婆
品
を
別
た
な
い
。
法
華
経
の
本
來
二
十
七
品
か
ら
成
つ

　
て
居
た
こ
ご
は
、
必
ら
す
し
も
提
逸
品
の
有
無
に
關
せ
な
い
の
で
あ
る
。
し
て
見
れ
ば
何
れ
の
黙

　
か
ら
も
其
最
も
船
形
を
保
存
す
ご
考
へ
ら
る
、
羅
什
の
原
本
に
於
て
の
み
、
二
十
入
品
あ
っ
た
ご

　
い
ふ
の
は
到
底
吾
人
の
想
像
し
得
な
い
所
で
あ
る
。
斯
の
如
き
は
極
め
て
淺
蒲
な
る
説
で
あ
っ

　
て
、
唯
此
二
事
の
み
に
よ
っ
て
も
此
傳
説
の
全
然
信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
を
面
す
る
に
足
る
の
で
あ

　
る
。
智
者
は
素
謡
理
義
一
邊
の
入
で
あ
っ
て
、
歴
史
は
殆
ん
ご
全
く
其
眼
中
に
措
か
な
か
っ
た
も

　
の
で
あ
る
。
風
音
か
ら
見
て
も
智
者
が
斯
か
る
髭
面
な
る
歴
更
的
噛
癖
を
虚
構
捏
造
し
た
こ
も

　
思
へ
ぬ
、
或
は
灌
頂
が
世
論
に
歯
す
る
辮
護
の
憾
め
に
其
筆
を
弄
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
余
輩
は
寧
ろ
智
者
の
爲
め
に
余
輩
の
想
像
の
量
ハ
な
ら
ん
こ
ご
を
信
じ
だ
い
の
で
あ
る
。



　
　
第
三
に
＝
賦
す
べ
き
は
「
今
四
讃
混
和
．
見
長
安
奮
本
」
の
句
で
あ
る
Q
こ
・
れ
は
天
下
統
…
し
て
か

　
ら
，
長
安
に
於
け
る
羅
什
の
完
本
を
見
た
所
が
、
果
し
て
二
十
入
品
め
っ
た
ご
い
ふ
意
義
で
あ
ら
う
。

　
若
し
前
に
い
ふ
が
如
く
長
安
宮
入
が
一
品
を
留
め
た
の
で
、
二
十
七
品
し
か
傳
は
ら
な
か
っ
た
こ

　
す
れ
ば
、
如
何
に
し
て
長
安
を
始
め
江
北
の
地
に
其
完
本
が
傳
は
つ
π
で
め
ら
う
か
。
又
既
に
江

　
北
に
二
十
入
品
の
本
が
傳
は
つ
て
居
た
こ
す
れ
ば
、
如
何
に
偉
観
の
際
ご
い
へ
、
其
何
れ
の
本
も
傳

　
は
ら
ぬ
ざ
い
ふ
の
な
ら
知
ら
す
、
不
完
本
だ
け
は
能
く
江
東
に
傳
は
つ
た
に
關
は
ら
す
、
猫
り
完
本

　
が
何
故
傳
は
ら
な
か
っ
た
ら
う
か
、
漁
れ
亦
吾
人
の
解
鐸
に
苦
ま
ざ
る
を
得
な
い
所
で
あ
る
。
此

　
に
い
ふ
長
安
の
稽
本
ご
は
、
勿
論
長
安
宮
程
の
本
で
は
な
か
ら
う
、
是
れ
は
唯
提
婆
の
一
品
で
あ
る

　
べ
き
筈
で
あ
る
Q
若
し
長
安
城
内
に
於
て
二
十
八
品
の
古
旗
本
が
あ
っ
た
ご
す
れ
ば
．
果
し
て
何

　
入
か
ら
傳
は
つ
た
で
あ
ら
う
。
必
ら
す
是
れ
は
宮
中
か
ら
で
は
な
く
、
羅
什
若
く
は
其
門
下
の
手

　
か
ら
し
て
串
だ
も
の
こ
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。
羅
什
若
く
は
其
門
下
の
手
か
ら
し
て
三
時
既

　
に
世
間
に
公
に
せ
ら
れ
居
た
ご
す
れ
ば
．
挑
山
秦
弘
始
か
ら
尋
人
階
…
に
至
る
約
二
百
年
の
間
、
濁
り
江
南

　
に
縛
は
ら
ぬ
筈
は
な
い
で
は
な
い
か
。
且
叉
文
句
に
は
、
羅
什
が
法
華
経
を
課
し
已
っ
て
、
俗
叡
を

　
し
て
之
を
講
ぜ
し
め
だ
こ
い
ふ
、
信
叡
が
此
経
を
講
じ
た
こ
ご
は
或
は
事
實
か
も
知
れ
滋
併
し
俗

塒
傳
や
信
叡
の
経
の
後
序
に
・
．
な
い
こ
ビ
で
め
る
。
慧
鮫
へ
高
僧
催
は
羅
什
が
成
画
論
を
出
し
傅
叡

1　
　
　
　
　
什
睡
法
華
提
婆
品
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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を
し
て
之
を
講
ぜ
し
め
た
こ
ご
を
記
し
、
ヌ
彼
の
法
華
経
序
を
製
し
た
こ
ご
を
蓮
ぶ
る
の
み
で
あ

る
。
從
っ
て
叡
公
が
法
華
を
九
徹
に
開
い
た
ε
い
ふ
の
も
、
必
ら
す
し
も
信
ず
る
に
足
ら
訟
が
、
今

此
に
は
直
接
必
要
な
い
か
ら
姑
ら
く
論
せ
ぬ
。
が
僧
叡
が
講
ず
る
ま
で
も
な
く
、
羅
什
自
か
ら
が

既
に
此
経
を
講
じ
た
こ
ご
は
疑
な
い
事
實
で
あ
る
。
　
で
僧
叡
の
後
序
に
も
「
予
時
聴
受
領
悟
之
僧

入
百
徐
人
、
皆
是
諸
方
英
秀
鴎
時
之
聾
心
」
ご
あ
る
。
羅
什
の
講
席
に
干
し
た
入
百
除
人
の
も
の
は
、

諸
方
の
英
秀
ご
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
支
那
の
各
地
方
か
ら
し
て
集
ま
う
摩
っ
た
も
の
に
相
達
な
い
。

江
南
の
地
は
長
安
を
去
る
こ
ご
梢
早
い
ご
は
い
ふ
も
の
、
、
其
中
一
人
の
彼
に
出
つ
る
も
の
が
な

か
っ
た
ざ
は
吾
人
の
客
易
に
信
ず
る
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
。
若
し
當
時
「
人
の
江
南
に
出
つ
る

も
の
あ
り
こ
せ
ば
、
恐
ら
く
羅
什
諜
本
の
縛
じ
て
江
南
に
入
馨
る
こ
ご
も
疑
な
い
事
實
で
あ
ら
う
○

此
等
の
事
々
は
輩
に
常
識
を
以
て
し
て
も
何
人
も
容
易
に
看
破
し
得
る
所
で
あ
る
。
要
す
る
に

文
句
の
此
に
述
ぶ
る
所
は
事
實
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
ご
を
如
何
に
も
尤
も
ら
し
く
糊
塗
し
π

の
で
、
全
く
信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
も
の
ご
い
っ
て
も
差
支
な
い
。
文
句
筆
者
が
何
が
故
に
斯
く
事

實
を
捏
造
し
、
公
々
然
こ
し
て
之
を
著
述
し
、
後
人
を
欺
く
に
至
っ
た
か
ご
い
へ
ば
、
其
動
機
は
極
め

て
明
了
で
あ
る
。
文
句
記
の
著
者
湛
然
も
「
諸
新
懸
章
皆
云
、
什
繹
元
無
病
昂
h
提
婆
達
観
晶
〕
こ
い
ふ

が
如
く
，
當
時
の
學
者
は
総
べ
て
斯
く
信
じ
て
居
た
の
で
あ
る
、
時
代
稽
牽
く
る
、
が
彼
嘉
鮮
の
如



　
き
も
三
義
を
以
て
之
を
立
誰
ぜ
ん
ご
し
た
ご
も
い
ふ
。
　
一
代
の
輿
論
既
に
斯
の
如
く
で
あ
っ
た

　
の
み
な
ら
す
、
新
興
の
華
嚴
宗
に
樹
抗
し
、
法
華
宗
の
基
礎
を
拳
固
な
ら
し
め
ん
が
爲
め
に
は
．
何
ご

　
か
し
て
提
躍
層
の
什
課
原
本
に
存
し
淀
こ
ご
を
立
謹
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
事
情
が
め
っ
た
の
で

　
あ
る
。
此
黙
か
ら
見
て
も
此
二
段
の
詑
事
・
は
智
者
自
身
の
説
で
は
な
く
、
筆
者
灌
頂
が
智
者
の
説

　
に
託
し
て
記
述
し
た
も
の
に
相
違
な
い
ご
信
ず
る
。

　
　
最
後
に
注
意
す
べ
き
は
、
文
句
の
い
ふ
所
に
座
れ
ば
提
婆
品
を
什
課
法
華
経
中
に
撫
入
し
π
の

　
は
、
梁
の
浦
法
師
に
始
ま
b
、
南
嶽
之
に
次
い
だ
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
Q
文
句
の
筆
者
は
「
後
以
正
法

　
華
勘
之
甚
相
鷹
」
し
た
こ
、
其
先
見
の
明
を
域
熱
し
た
や
う
に
い
っ
て
居
る
が
、
元
來
正
法
華
な
る
も

　
の
は
前
に
も
い
っ
た
如
く
，
西
晋
法
護
の
繹
す
る
所
で
あ
り
，
其
課
の
成
っ
て
か
ら
梁
に
至
る
迄
既

　
に
二
百
五
十
年
を
経
過
し
、
梁
の
信
肪
も
亦
之
を
其
繹
経
面
面
に
記
入
し
て
居
る
。
如
何
に
し
て

　
も
是
れ
が
未
だ
江
南
の
地
に
流
布
し
な
か
っ
た
こ
は
い
は
れ
な
い
Q
既
に
久
し
く
民
聞
に
流
布

　
し
て
居
る
の
に
，
蒲
法
師
や
南
嶽
が
之
を
知
ら
な
か
っ
た
程
無
學
で
は
な
か
っ
た
ら
う
Q
既
に
之

　
を
知
れ
ば
提
婆
品
が
法
華
経
中
何
れ
に
編
入
せ
ら
れ
居
た
か
は
容
易
に
到
る
鐸
で
あ
る
。
し
て

　
見
れ
ば
蒲
法
師
の
始
め
て
之
を
概
算
し
た
の
は
、
自
己
の
創
意
か
ら
で
は
な
寄
し
て
、
寧
ろ
正
法
華

拗
に
よ
っ
て
指
示
せ
ら
れ
た
も
の
ビ
い
ふ
べ
玄
文
句
の
記
事
は
全
一
其
前
後
を
倒
説
し
た
・
，
の
こ

　
　
　
　
　
什
羅
法
華
提
婆
品
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七

飾
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思
は
れ
る
，
而
し
て
是
れ
亦
軍
に
満
法
師
や
特
に
顕
界
に
其
先
見
の
明
を
誇
ら
し
め
ん
が
爲
め
に

外
な
ら
澱
。
勿
論
螺
釘
入
せ
ら
れ
た
達
摩
々
提
（
開
元
録
恕
十
一
に
は
達
摩
菩
提
ご
も
あ
る
が
、
之

を
窓
六
に
は
法
意
ご
諜
す
る
所
か
ら
見
て
も
、
前
に
＝
期
し
た
如
く
菩
提
は
摩
提
の
難
事
で
あ
ら

う
）
の
提
名
品
を
現
行
本
開
元
録
で
は
「
妙
法
瀧
華
経
耳
垂
達
多
照
第
十
一
＝
窓
」
こ
し
て
あ
る
が
、
是

れ
は
恐
ら
く
後
に
法
華
畑
中
に
編
入
せ
ら
れ
て
か
ら
の
題
目
で
あ
ら
う
。
若
し
初
め
か
ら
斯
く

明
了
に
表
示
せ
ら
れ
居
た
こ
す
れ
ば
、
満
法
師
や
南
嶽
の
私
案
こ
し
て
其
編
入
の
箇
所
を
考
察
す

べ
き
要
も
な
い
。
叉
前
に
述
べ
た
理
由
に
よ
っ
て
提
婆
品
が
本
來
経
の
第
十
二
だ
な
る
べ
き
筈

は
な
く
、
第
十
一
の
寳
塔
品
中
に
入
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
文
句
記
に
或
は
此
品
を
以
て

學
無
戯
口
鰻
第
九
）
中
に
措
く
を
以
て
穏
當
な
り
こ
す
る
説
も
あ
り
、
或
は
踊
騨
力
口
堕
現
行
本
第
二
十
一
）

中
に
編
入
す
べ
し
ご
説
く
も
の
も
あ
っ
た
こ
い
ふ
が
、
是
れ
も
彼
等
が
必
ら
す
し
も
正
法
華
を
知

ら
な
い
謹
捺
で
は
な
く
し
て
，
若
し
此
二
晶
を
野
中
に
編
入
す
る
こ
す
れ
ば
、
其
経
内
客
の
上
か
ら

何
薩
が
最
も
適
當
で
あ
る
か
を
論
じ
た
に
過
ぎ
な
い
こ
ご
、
信
ず
る
。
兎
に
角
此
記
事
に
よ
っ

て
、
今
日
吾
人
が
提
婆
島
の
何
時
如
何
な
る
人
に
よ
っ
て
什
課
中
に
携
入
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
か

を
知
b
得
る
の
は
、
興
味
あ
る
こ
ご
で
あ
る
。
開
元
鎌
等
に
は
其
撫
入
の
事
實
ご
其
原
本
と
を
説

く
が
、
其
撹
入
の
時
代
ご
入
ご
を
著
は
さ
訟
。
此
身
に
於
て
文
句
の
此
記
事
は
開
元
録
の
閾
を
補



ふ
に
足
る
も
の
で
あ
る
○
所
が
此
に
い
ふ
蒲
法
師
ご
は
共
生
卒
の
年
代
甚
だ
不
朋
で
あ
る
。
法

華
経
傳
（
懇
々
）
に
は
「
曲
面
如
是
梁
代
人
也
」
ご
あ
り
、
文
句
記
に
は
「
梁
初
有
満
法
師
」
こ
い
ふ
の
み
で
、
何

年
に
携
入
を
試
み
π
か
は
明
か
な
ら
澱
が
、
摩
提
の
諜
は
永
明
八
年
（
酉
暦
四
九
〇
年
）
に
成
り
、
梁
は

西
暦
の
五
〇
二
年
よ
り
同
五
六
年
に
亙
る
か
ら
、
何
れ
に
し
て
も
翻
課
後
久
し
か
ら
ざ
る
こ
ざ
で

あ
り
、
六
世
紀
の
前
面
に
初
め
て
擁
辞
せ
ら
れ
た
こ
ご
は
疑
な
い
。
が
主
計
に
は
私
か
に
試
み
だ

だ
け
で
爾
ほ
未
だ
世
に
行
は
れ
な
か
っ
た
。
南
嶽
が
之
に
次
ぎ
、
智
者
の
之
を
唱
ふ
る
に
至
っ
て
、

專
ら
一
代
に
行
は
れ
た
も
の
ご
思
は
れ
る
。
所
謂
南
砂
ご
は
即
ち
慧
思
越
訴
で
、
智
者
の
三
法
を

繊
い
だ
人
で
あ
る
Q
　
慧
思
は
陳
の
太
建
九
年
目
同
五
七
七
年
）
六
十
四
歳
を
以
て
被
し
た
人
で
あ
る

か
ら
、
其
擁
入
の
約
六
世
紀
の
孚
頃
に
あ
っ
把
こ
ご
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
。
而
し

て
彼
聖
徳
太
子
が
推
古
の
十
四
年
へ
郎
ち
西
暦
六
〇
六
年
）
は
特
に
妹
子
を
南
嶽
の
住
庭
に
遣
は
さ

れ
、
其
経
を
將
面
せ
し
め
ら
れ
た
ご
い
ふ
の
も
、
全
く
之
が
爲
め
で
あ
り
、
又
南
嶽
の
破
後
三
十
年
の

間
に
し
て
、
既
に
南
嶽
携
入
の
事
實
が
翁
面
に
傳
聞
せ
ら
れ
た
こ
ご
も
推
測
し
得
る
の
で
め
る
。

罠

……

@
余
輩
は
前
節
既
に
法
華
文
句
に
於
け
る
記
事
の
，
呑
め
に
す
る
所
め
つ
て
作
徴
せ
ら
れ
た
所
で

ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
什
躍
法
繁
提
婆
品
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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あ
り
、
秋
毫
信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
所
以
を
略
述
し
た
Q
餅
屋
に
文
句
の
説
を
縫
擬
し
だ
文
句
記
や
、

法
華
経
傳
に
就
い
て
は
特
に
之
を
論
ず
る
必
要
を
認
め
ぬ
が
、
但
此
等
の
書
に
は
文
句
に
も
未
だ

顯
は
れ
漁
再
送
が
述
べ
ら
れ
て
あ
る
か
ら
、
序
を
以
て
此
に
＝
面
し
て
置
き
た
い
ご
思
ふ
。

　
湛
然
の
法
華
交
句
詑
（
憲
入
之
四
）
に
は
提
婆
品
に
便
し
い
ふ
，

　
法
意
齊
永
明
八
年
十
二
月
錦
鯉
．
傍
自
別
行
、
至
梁
初
有
満
法
師
…
　
…
…
乃
以
逸
品
、
置
持
澱
前
、
亦

　
未
行
天
下
、
至
梁
末
、
加
西
天
竺
國
沙
門
拘
紬
織
陀
、
此
云
眞
諦
．
重
課
尊
重
、
澄
寳
塔
後
…
…
…
…
若
観

　
所
感
∵
全
臆
面
公
文
禮
…
…
：
・
：
今
文
不
雷
獣
ハ
諦
重
課
、
復
云
南
嶽
私
安
、
若
必
興
諦
重
課
不
虚
、
何
妨

　
本
課
江
東
未
有
、
以
此
験
之
、
乃
成
三
入
供
契
経
理
。

湛
然
は
此
に
南
面
が
転
婆
品
の
携
入
を
な
し
た
ご
い
ふ
代
り
に
、
多
少
の
疑
を
存
し
な
が
ら
、
之
を

翼
諦
に
忘
し
て
居
る
。
師
ち
晴
唐
の
間
斯
か
る
説
も
八
部
の
人
々
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
も
の

ご
見
え
る
。
併
し
な
が
ら
眞
諦
録
を
按
ず
る
に
義
旗
が
提
婆
晶
を
漏
し
だ
こ
ご
は
更
ら
に
見
當

ら
諏
。
共
事
實
に
あ
ら
ざ
る
は
知
る
べ
き
で
あ
る
。
或
は
南
面
が
私
に
之
を
編
入
し
た
ご
い
ふ

の
で
は
不
稔
當
で
あ
る
所
か
ら
、
後
人
之
を
印
度
人
の
心
血
に
託
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

而
し
て
湛
然
が
其
屈
す
る
所
を
見
る
に
、
全
く
什
公
の
舌
面
に
似
た
り
ざ
い
ふ
を
以
て
之
を
推
せ

ば
．
彼
は
暗
に
什
課
説
を
保
持
せ
ん
こ
す
る
が
如
く
で
も
あ
る
。
が
若
し
其
諦
が
油
入
し
た
こ
す



　
れ
ば
彼
は
断
え
す
江
南
の
地
に
逼
乱
し
て
居
た
の
で
め
る
か
ら
、
其
書
が
江
南
に
傳
は
ら
な
か
つ

　
た
筈
は
な
い
。
湛
然
は
如
何
な
る
理
由
を
以
て
「
何
素
本
諜
江
東
未
聞
」
ご
い
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
、

　
頗
る
解
騨
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
れ
に
し
て
も
智
者
學
徒
の
間
に
は
如
何
に
か
し
て
、

　
提
婆
品
の
法
華
一
品
解
る
こ
ご
を
眞
ら
し
か
ら
し
め
ん
こ
し
、
諸
種
の
傳
説
を
作
田
し
た
も
の
ら

　
し
い
。

　
　
法
華
経
傳
に
至
っ
て
は
湛
然
の
省
ほ
多
少
の
疑
を
存
し
記
述
し
旋
所
を
も
、
今
や
確
定
の
事
實

　
こ
し
て
墨
げ
て
居
る
。
　
同
書
（
恕
一
、
支
派
奥
行
第
四
）
に
は
次
の
如
く
い
ふ
。

　
　
妙
法
瀧
華
経
提
婆
達
多
門
一
懇
．
羅
什
課
、
長
安
宮
人
除
大
部
内
別
行
。
妙
法
瀧
華
経
提
婆
達
多

　
　
隅
一
態
、
陳
沙
門
翠
陰
，
修
補
什
本
、
加
潤
色
。
帯
同
晶
一
恕
、
背
黒
永
明
年
沙
門
法
獄
、
干
閲
買
得
梵

　
　
本
來
、
與
寳
（
法
の
誤
）
黒
帯
揚
州
屍
官
寺
繹
。
巳
上
三
本
大
部
中
一
品
也
。

　
師
ち
此
に
い
ふ
什
諜
ご
繕
す
る
も
の
に
就
い
て
は
文
句
に
依
り
、
第
二
の
翼
諦
課
ご
は
警
句
記
に

　
よ
っ
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
の
は
明
か
で
あ
る
が
、
何
れ
も
事
實
で
は
な
く
、
其
實
に
鐸
本
の
存

　
し
た
の
は
、
唯
第
三
の
法
意
の
も
の
、
み
で
あ
る
。
且
つ
興
諦
が
出
品
を
寳
塔
の
後
に
置
い
た
こ

　
は
文
句
記
に
も
出
て
、
居
る
か
ら
「
修
補
什
本
」
ご
は
尊
し
得
な
い
こ
ご
も
な
い
が
、
「
加
潤
色
」
ご
は
何
を

鵬
意
味
す
る
の
か
甚
だ
明
か
で
な
い
。
若
し
文
字
通
り
に
之
を
解
す
れ
ば
、
什
謬
法
華
経
に
加
筆
を

1
　
　
　
　
　
什
固
法
華
提
婆
品
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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し
た
や
う
に
も
見
え
る
し
或
は
又
眞
諦
は
右
人
の
戯
し
た
提
婆
品
を
潤
色
し
編
入
し
た
や
う
に

も
取
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
斯
か
る
乙
は
文
句
に
も
、
文
句
記
に
も
未
だ
蓮
べ
ざ
る
所
で
あ
る
Q

濡
燕
法
華
経
傳
な
る
も
の
は
急
難
ら
に
古
書
を
渉
猿
し
、
纂
輯
し
、
接
溢
し
て
文
を
成
し
、
其
事
實
ご

否
ご
は
秋
毫
も
之
を
顧
み
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
甚
だ
し
く
杜
撰
の
黙
が
あ
る
。
同
書
窓

一一

�
b
傳
に
於
て
も
文
句
記
に
盛
り
羅
什
が
法
華
経
を
越
し
、
「
即
命
倉
講
法
華
二
十
八
品
、
開
爲
九

徹
」
等
ご
あ
る
。
元
詩
心
傳
の
前
編
は
梁
嘉
応
の
交
を
節
略
し
た
も
の
で
、
其
言
々
句
々
殆
ご
相
同

じ
い
。
但
梁
信
傳
に
は
前
に
も
一
言
し
た
如
く
叡
を
し
て
法
華
維
を
講
ぜ
し
め
た
こ
は
な
い
。

此
法
華
二
十
入
品
の
語
は
文
句
に
依
り
、
黒
血
徹
の
解
鐸
は
全
く
交
句
記
の
文
を
採
っ
た
も
の
で

あ
る
Q
で
要
す
る
に
其
れ
は
梁
信
傳
ご
文
句
記
ご
を
合
蒔
接
績
し
た
い
け
に
止
ま
り
、
少
し
も
襲

明
す
る
所
な
く
、
又
依
蝶
す
る
に
も
足
ら
ざ
る
の
で
あ
る
。

圏

　
現
時
識
者
の
什
諜
に
於
け
る
提
言
品
否
定
説
に
賑
す
る
異
議
の
最
も
主
な
る
根
蝶
は
、
前
に
蓮

べ
た
法
華
交
句
の
記
蓮
に
あ
る
の
で
あ
る
が
併
し
こ
れ
の
み
で
は
な
い
、
後
世
で
は
更
ら
に
一
暦

・
有
力
ご
認
め
ら
る
、
信
肇
の
法
華
灘
…
纒
後
記
な
る
も
の
を
暴
ぐ
る
の
で
あ
る
。
出
置
は
い
ふ
迄



　
も
な
く
羅
什
門
下
の
中
に
就
い
て
も
僧
叡
等
ご
井
び
幕
せ
ら
る
、
高
足
の
一
入
で
あ
り
、
夙
に
什

　
の
開
場
泄
遙
園
に
入
り
、
経
論
を
三
五
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
羅
什
の
鐸
経
に
關
し
俗
肇
の

　
記
す
る
、
所
が
あ
り
ご
す
れ
ば
、
こ
れ
は
最
も
正
確
な
る
事
實
ご
認
め
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
、
此
黙
に
於

　
て
は
数
百
年
以
後
の
智
者
や
灌
頂
や
乃
至
湛
然
の
説
ご
同
日
に
論
ず
べ
か
ら
ざ
る
の
で
め
る
。

　
断
が
彼
の
筆
に
成
れ
り
こ
い
ふ
「
法
華
醗
経
後
記
」
な
る
も
の
が
、
今
法
華
経
傳
（
憲
二
、
轡
師
序
集
）
に
載

　
せ
ら
れ
て
あ
る
。
而
し
て
此
後
記
に
懸
る
ご
羅
什
が
此
経
を
諜
す
る
時
、

　
　
眺
興
自
執
筋
骨
、
以
轡
型
校
、
定
新
文
、
文
義
倶
発
妙
理
郷
中
尖
、
興
譜
什
日
、
君
槻
所
諜
二
十
入
口
m
、
文

　
　
義
美
凹
宗
膿
自
彰
。
鉢
麟
羅
の
　
　
、

　
ご
あ
り
、
此
に
も
二
十
八
品
ビ
い
ふ
所
を
以
て
見
る
ご
、
羅
什
翻
課
漸
時
纒
の
二
十
入
品
か
ら
成
立

　
し
た
こ
ご
は
最
早
や
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
ご
な
す
の
で
あ
る
。

　
　
併
し
な
が
ら
余
輩
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
此
後
記
一
篇
は
全
然
後
人
の
儒
作
に
係
り
、
秋
毫
採
る

　
に
足
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
、
今
左
に
簡
単
に
其
理
由
を
述
べ
や
う
〇

　
　
　
一
現
行
本
法
華
経
に
は
、
俗
叡
の
後
序
や
滋
宣
の
弘
傳
序
杯
を
載
す
る
が
、
信
・
肇
の
後
記
な
る
も

　
の
は
な
い
。
出
　
三
嘆
記
事
に
も
僧
叡
の
後
序
、
慧
凱
の
宗
要
序
を
署
す
る
の
み
で
、
肇
公
の
後
記
な

耶
　
る
も
の
は
見
當
ら
な
い
。
叉
惜
縛
を
見
て
も
叡
公
の
雌
経
序
を
作
っ
た
こ
ご
は
出
て
居
る
が
、
肇

1　
　
　
　
　
什
諜
法
購
提
婆
品
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
三



119“o

　
　
　
　
暫
學
研
究
第
入
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
四

公
に
淫
し
て
は
＝
竃
も
説
及
ば
濾
。
其
他
何
れ
の
混
信
を
見
て
も
此
後
記
の
作
あ
る
こ
ご
を
記

さ
す
、
法
華
筑
紫
に
は
就
ハ
文
を
載
す
る
が
、
其
探
る
所
を
記
し
て
な
い
。
経
傳
は
何
れ
よ
り
し
て
此

文
を
採
っ
て
編
入
し
た
か
甚
だ
不
明
で
め
る
。
経
閉
の
編
纂
者
が
自
か
ら
儒
漏
し
た
所
で
な
い

こ
し
て
も
、
或
は
高
覧
坊
問
に
斯
の
如
き
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
其
置
ハ
贋
を
弧
害
せ
す
、
去
り
に
探
っ

て
此
に
之
を
編
入
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
特
に
前
に
も
＝
言
し
た
如
く
唐
初
華
巖
宗
等
ご

勤
抗
の
結
果
、
灌
頂
の
如
き
す
ら
も
事
實
を
捏
造
し
、
智
者
の
説
に
託
し
て
之
を
警
句
の
中
に
書
入

れ
た
位
で
あ
る
か
ら
、
此
二
野
後
記
儒
作
の
動
機
も
極
め
て
明
丁
で
あ
る
。
而
し
て
之
を
僧
肇
に

露
し
た
の
は
、
羅
什
門
下
素
材
の
中
で
、
腎
管
に
は
既
に
後
序
あ
り
、
自
署
に
宗
妥
序
あ
る
か
ら
、
其
除

の
中
に
求
む
れ
ば
先
づ
指
を
「
製
諸
経
論
序
」
し
た
ビ
い
は
る
、
野
阜
に
照
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
憺
肇
が
雲
華
の
諜
場
に
墾
し
た
こ
ご
は
事
實
で
あ
ら
う
。
併
し
彼
は
元

ご
法
華
の
學
者
で
は
な
い
、
彼
の
最
も
得
意
こ
す
る
駈
は
般
若
の
激
義
で
あ
る
。
踏
肥
か
ら
児
て

も
彼
が
果
し
て
僧
叡
慧
観
の
既
に
序
あ
る
に
關
は
ら
す
、
更
ら
に
法
華
後
記
杯
を
書
い
た
か
否
大

な
る
疑
問
で
あ
る
．
否
余
輩
は
之
を
次
に
列
黙
す
る
駅
に
参
照
し
、
全
然
事
實
に
あ
ら
ざ
る
こ
ご
を
．

信
せ
ん
ご
欲
す
る
も
の
で
あ
る
〇

　
二
後
記
の
文
中
に
は
諸
種
の
解
す
べ
か
ら
ざ
る
事
實
が
述
べ
ら
れ
、
親
し
く
羅
什
丁
場
に
套
し



　
た
も
の
、
筆
ご
は
如
何
に
し
て
も
受
取
れ
な
い
の
で
あ
る
。
其
一
は
前
に
引
用
し
た
所
に
も
、
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
什
が
自
か
ら
梵
本
を
執
り
、
口
か
ら
難
語
に
鐸
」
，
銚
興
自
習
蕉
緯
、
以
相
讐
校
、
定
新
交
」
こ
い
ふ
。
　
し

　
て
見
る
ご
幾
興
も
亦
課
豊
中
の
一
人
に
糠
は
り
、
蕉
纒
師
ち
正
法
華
の
文
ご
新
た
に
羅
什
の
ロ
授

　
す
る
所
ざ
を
比
較
し
、
解
文
を
決
定
し
た
ら
し
く
見
え
る
。
　
併
し
是
れ
は
事
實
有
り
得
べ
か
ら
ざ

　
る
こ
ご
で
め
る
。
當
時
平
場
に
は
四
方
の
義
學
沙
円
三
千
徐
入
も
集
ま
っ
て
居
た
、
（
三
号
宗
要
序
。
、

　
此
後
記
に
は
生
肇
半
払
等
八
百
除
人
、
四
方
義
子
莫
秀
二
千
除
人
ビ
あ
る
○
）
而
し
て
其
課
場
に
於

　
け
る
職
分
は
区
分
搬
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
，
聖
主
畑
野
が
之
に
臨
む
こ
ご
は
め
つ
て
も
、
自
か

　
ら
新
報
を
校
定
す
る
如
き
こ
ご
の
有
う
学
べ
き
筈
は
な
い
の
で
あ
る
。
斯
か
る
誤
謬
の
事
實
を

　
繹
場
中
最
も
重
要
な
る
役
を
働
く
僧
肇
が
記
し
た
こ
は
、
吾
人
の
到
底
想
像
し
得
な
い
こ
ご
で
は

　
な
い
か
。
依
っ
て
余
輩
の
想
像
す
る
駈
に
よ
れ
ば
、
後
記
の
此
交
は
慧
絞
（
高
信
傳
恕
二
あ
羅
什
傳

　
に
「
長
持
梵
本
、
草
径
蕉
維
、
以
相
讐
稜
、
其
新
羅
異
導
者
，
電
導
騒
蓮
、
衆
心
煙
伏
、
莫
不
輝
輝
」
ご
あ
る
に
由

　
つ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
勿
論
慧
絞
の
い
ふ
所
は
大
品
般
若
翻
課
の
際
の
こ
ご
で
、
法
華
の

　
場
合
の
こ
ご
で
は
な
い
が
、
法
華
翻
経
の
峙
に
も
同
機
の
こ
ご
が
な
か
っ
た
こ
は
断
言
出
來
滋
Q

　
が
製
織
の
文
に
は
銚
興
が
新
調
種
本
を
相
讐
校
し
て
、
其
如
何
に
相
異
な
る
か
を
観
、
新
課
の
奮
に

塒
勝
れ
る
を
賞
し
た
ビ
．
い
ふ
だ
け
で
至
れ
は
事
實
あ
b
得
べ
き
，
、
ご
で
あ
る
。
然
る
に
此
後
記
の
．

ユ　
　
　
　
　
什
課
法
華
提
婆
品
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
王
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暫
患
駆
研
鷹
兀
　
仙
姫
入
ナ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
む

作
者
は
此
に
徒
ら
に
「
定
あ
宇
を
挿
入
し
た
が
爲
め
、
事
實
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
ご
、
な
っ
た
の

で
あ
ら
う
。
　
是
れ
に
由
っ
て
槻
て
も
、
後
記
の
此
文
は
梁
俗
傳
等
に
よ
り
之
を
儒
慨
し
、
且
つ
其
意

義
を
誤
「
解
し
た
こ
ご
が
割
る
〇

　
三
霧
ほ
後
記
は
前
文
に
次
ぎ
挑
興
が
国
難
の
新
興
に
異
な
る
鮎
を
畢
げ
、
「
乍
観
護
経
、
以
序
品
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
つ
ア
　
　

光
瑞
品
、
藥
草
喩
鈷
末
解
櫛
宇
品
、
堅
城
喩
品
題
往
古
島
、
富
聞
事
及
法
師
買
初
壇
数
紙
文
、
閥
略
普
門

　
掲
、
囑
冨
系
還
結
滞
絡
、
未
測
旨
帰
、
宜
ハ
事
・
・
如
何
」
こ
い
ふ
。
此
に
は
普
門
…
燭
の
闘
馨
を
以
て
晋
泰
爾
…
諜
・
相

違
の
一
こ
な
す
が
、
晋
課
に
此
褐
の
存
せ
ざ
る
は
陪
賓
で
あ
る
、
而
し
て
螺
子
に
も
現
行
本
に
は
撫

馴
せ
ら
れ
居
る
が
、
本
凍
彼
に
存
し
な
か
っ
た
こ
ご
は
、
聖
徳
太
子
傳
私
記
に
太
子
疏
の
製
せ
ら
れ

た
「
此
経
本
．
無
籍
四
品
世
奪
褐
井
提
婆
品
」
ご
ψ
㊨
る
如
く
、
太
子
の
疏
を
始
め
、
梁
の
法
雲
の
義
記
に
も

之
を
闘
い
て
居
る
の
を
見
て
も
知
る
べ
き
で
あ
る
。
が
開
元
録
（
懇
十
こ
に
は
爾
ほ
明
か
に
什
課

法
華
経
の
下
「
普
阿
品
中
重
議
掲
、
周
武
呼
時
北
天
単
三
藏
闘
華
墨
多
於
盆
州
半
里
寺
課
、
秦
本
昇
闘
」

ご
い
ふ
Q
乃
ち
秦
諜
を
始
め
泌
華
経
の
古
本
に
は
何
れ
も
此
褐
は
な
く
、
此
掲
の
諜
せ
ら
れ
た
の

は
北
周
磐
戸
の
時
、
郎
ち
西
暦
紀
元
五
六
一
－
七
入
手
め
問
に
あ
る
、
而
し
て
こ
れ
が
現
行
本
に
見

る
如
く
法
華
緯
中
に
編
入
せ
ら
る
＼
に
至
っ
た
の
は
、
下
品
法
華
の
成
れ
る
購
の
仁
壽
元
年
（
同
六

〇
一
年
）
以
來
の
こ
ご
で
あ
る
。
　
然
る
に
今
此
後
記
に
は
心
墨
爾
課
の
相
蓮
を
甥
照
し
、
什
諜
に
は



　
普
門
品
掲
が
あ
る
も
の
こ
な
し
、
護
課
に
之
を
間
く
こ
い
ふ
の
は
挿
も
何
故
で
あ
ら
う
か
。
　
其
褐

　
の
存
し
な
い
の
は
爾
鐸
共
海
の
こ
ご
で
あ
り
、
此
瓢
に
於
て
何
等
の
相
違
が
な
い
、
で
は
な
い
か
。

　
斯
く
の
如
き
は
亦
断
じ
て
四
文
の
俗
肇
の
筆
に
成
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
謹
明
す
る
。
而
し

　
て
此
誤
謬
は
全
く
添
品
法
華
の
序
を
極
め
て
不
完
全
に
節
略
し
た
か
ら
起
つ
だ
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
や

　
添
軍
陣
に
も
此
爾
本
の
差
違
を
比
較
し
「
護
所
響
岩
、
普
門
晶
帯
也
、
甲
所
闘
者
、
藥
草
喩
品
之
雫
、
富
撰

　
那
及
法
師
等
二
品
之
初
、
軍
職
達
多
糖
、
普
門
品
瞬
発
．
什
ヌ
舞
舞
累
在
藥
王
之
前
、
二
本
陀
羅
尼
井
置

　
普
門
之
後
、
共
間
異
同
言
不
能
極
扁
ご
あ
る
Q
是
れ
は
極
め
て
明
了
で
あ
る
、
然
る
に
後
記
の
作
者
は

　
前
の
「
護
所
關
者
普
門
品
偶
也
」
ご
い
ふ
一
句
を
略
し
て
、
後
の
「
什
所
閾
者
」
の
一
段
の
文
の
み
を
取
つ

　
た
爲
め
に
斯
か
る
不
合
理
の
こ
ご
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。
爾
ほ
添
半
幅
に
は
什
所
闘
者
の
中
に

　
提
婆
達
多
品
を
暴
げ
て
め
る
の
に
、
後
記
に
は
特
に
之
を
脱
し
て
あ
る
。
是
れ
が
掬
も
此
傭
作
を

　
な
す
に
至
っ
た
動
機
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
で
要
す
る
に
吾
人
は
之
に
よ
っ
て
此
儒
作
の
成
れ

　
る
は
什
課
に
普
門
品
褐
が
携
入
せ
ら
れ
た
後
、
帥
ち
西
暦
六
百
年
以
後
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
ε

　
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
〇

　
　
四
後
記
に
は
羅
什
の
言
こ
し
て
「
予
昔
在
天
盤
景
時
、
馬
丁
五
天
、
畑
野
大
乗
」
こ
い
っ
た
ご
あ
る
が
，

m
蘇
れ
も
古
傳
に
甲
南
す
る
。
羅
什
傳
に
よ
れ
虞
彼
は
縮
蕪
國
の
生
で
あ
り
、
温
斌
塁
壁
等
酉
域
地

－　
　
　
　
　
什
謬
法
蘇
提
婆
品
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
七
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哲
學
研
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第
八
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

方
に
嗣
遊
し
、
幼
に
し
て
は
母
ε
爾
賓
に
迄
至
っ
た
こ
あ
る
、
し
て
見
る
ご
彼
の
遍
歴
す
る
所
は
ま

ざ
し
て
西
域
地
方
で
あ
っ
て
、
印
度
に
入
っ
た
こ
し
て
も
僅
か
に
其
西
北
寝
た
る
迦
淑
彌
羅
地
方

に
あ
っ
た
の
み
で
あ
る
．
而
も
そ
れ
は
年
僅
か
に
九
歳
の
頃
で
あ
る
。
五
天
に
遍
歴
し
、
大
乗
を
尋

亡
し
淀
杯
ビ
い
ふ
こ
ご
は
羅
什
の
口
か
ら
い
は
る
べ
き
筈
も
な
く
、
又
親
し
く
羅
什
に
就
き
之
を

熟
知
す
る
僧
肇
が
筆
に
す
べ
き
筈
も
な
い
。
翠
に
誇
張
の
書
ご
し
て
も
、
杜
撰
極
ま
っ
た
こ
ご
で

あ
る
。
思
ふ
に
古
書
に
は
往
々
濁
賓
地
方
を
漠
然
天
竺
ご
修
す
る
、
慧
絞
の
羅
什
傳
に
も
什
の
億

僻
し
て
天
竺
に
往
く
ご
も
あ
る
。
「
後
記
あ
作
者
は
恐
ら
く
此
等
の
交
に
よ
っ
て
天
竺
を
印
度
全

國
を
意
義
す
る
も
の
こ
誕
解
し
、
之
を
誇
張
し
、
斯
か
る
無
稽
の
記
述
を
な
す
に
至
っ
た
の
で
あ
ら

う
b

　
五
又
此
後
記
に
於
け
る
記
述
中
最
も
奇
怪
な
る
は
、
羅
什
の
名
を
暴
げ
て
「
天
竺
沙
門
三
藏
法
師

。
以
。
。
。
。

誉
婆
鳩
摩
羅
什
、
秦
言
心
頭
」
ご
あ
る
こ
ご
で
あ
る
Q
羅
什
の
名
の
鳩
摩
羅
誉
婆
（
丙
§
鋒
3
、
粋
養
）
た
る

こ
ご
は
古
今
佛
風
隠
の
知
ら
ざ
る
は
な
い
。
奇
し
て
支
那
人
は
之
を
略
し
て
鳩
摩
羅
什
ビ
な
し
，

更
ら
に
略
し
て
羅
什
こ
も
画
す
る
の
で
あ
る
が
、
羅
什
は
帥
ち
本
ざ
継
室
の
一
音
を
寓
し
た
こ
ご
は

言
ふ
迄
も
な
い
。
然
る
に
此
後
記
の
作
者
は
甚
し
く
無
學
で
あ
っ
た
こ
見
へ
、
誉
婆
鳩
摩
羅
什
を

以
て
西
名
こ
し
て
居
る
。
如
何
に
も
奇
怪
至
極
の
こ
ご
、
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
鍛
。
．
羅
什
門
下



工2el

の
英
材
僧
肇
た
る
も
の
、
何
ぞ
又
斯
か
る
誤
謬
を
敢
て
す
べ
き
℃
あ
ら
う
G
而
し
て
今
斯
か
る
誤

謬
の
由
っ
て
來
る
所
を
按
ず
る
に
、
語
れ
亦
慧
絞
の
好
古
を
誤
解
し
た
爲
め
で
あ
ら
う
。
同
傳
に

は
い
ふ
「
外
國
製
名
多
謝
父
母
爲
本
、
什
父
鳩
摩
炎
、
母
字
誉
婆
、
故
兼
取
贈
名
」
ご
。
「
後
記
」
の
筆
者
は
是

に
著
て
誉
婆
は
禄
の
名
た
る
が
故
に
、
之
を
上
に
冠
し
、
鳩
摩
羅
脅
を
以
て
父
の
名
ご
誤
り
、
之
を
其

下
に
附
し
、
斯
く
齢
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
然
ら
ざ
れ
ば
斯
か
る
誤
謬
の
生
す
べ

き
理
由
を
濃
見
す
る
に
苦
し
む
の
で
あ
る
〇

　
六
最
後
に
＝
嘉
す
べ
き
は
後
弓
の
文
章
で
あ
る
。
血
忌
僧
肇
の
作
に
係
る
著
書
雑
丈
の
今
に

存
す
る
も
の
は
、
何
れ
も
四
六
麟
擁
の
美
文
で
あ
っ
て
、
彼
は
羅
什
門
下
三
千
ざ
辮
す
る
中
に
就
い

て
も
最
も
能
文
の
士
で
あ
る
Q
彼
の
嘗
て
般
若
無
知
論
を
作
る
や
、
癒
山
の
劉
遺
民
は
之
を
見
「
不

意
方
絶
復
有
李
叔
」
ご
歎
じ
慧
遠
は
九
を
撫
し
「
未
嘗
有
也
」
こ
い
っ
た
ど
も
あ
る
。
所
が
今
此
後
記

の
交
を
見
る
に
徒
ら
に
諸
書
を
劇
綱
し
、
接
厳
原
を
成
し
、
庸
愚
に
し
て
些
の
翫
賞
に
堪
ゆ
る
も
の

も
な
い
。
轟
く
も
肇
公
の
書
を
讃
む
も
の
は
何
人
も
一
息
し
て
容
易
に
其
贋
た
る
を
辮
す
べ
き

で
あ
る
。
況
ん
や
其
内
客
に
於
て
も
、
前
軍
に
略
述
し
だ
る
如
一
、
数
條
の
之
を
評
す
べ
き
あ
る
に

於
て
を
や
。
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什
課
法
準
提
婆
品
に
就
い
て

八
九

Ψ
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余
輩
は
頭
数
都
に
企
て
賂
ぽ
法
華
文
句
拝
び
に
之
を
縫
承
し
た
文
句
記
、
法
華
経
傳
ご
信
肇
の

作
ご
翻
す
る
法
華
翻
経
後
記
ご
に
於
け
る
什
詳
法
華
二
十
八
品
説
の
果
し
て
如
何
な
る
償
値
を

有
す
る
も
の
な
る
か
を
槍
面
し
了
つ
た
。
而
し
て
此
等
の
傳
説
は
何
れ
も
採
る
に
足
ら
ざ
る
妄

説
で
あ
り
．
後
入
の
爲
に
す
る
所
あ
っ
て
儒
作
す
る
も
の
た
る
こ
ご
を
蓮
べ
た
。
今
や
余
輩
は
之

に
よ
っ
て
古
希
品
に
醐
す
る
疑
問
は
全
部
一
掃
せ
ら
れ
た
こ
ご
＼
信
ず
る
。
其
他
之
に
關
す
’
る

後
人
の
述
作
は
、
何
れ
も
大
風
此
等
の
説
を
魚
蝋
ご
し
、
之
を
敷
演
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
此
に
は
必
ら
す
し
も
之
を
論
じ
な
い
。
（
完
）


